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研究課題：ばれいしょ栽培における茎葉処理機の効果的利用法

（種ばれいしょ生産のための茎葉処理機械利用技術の確立）

担当部署：十勝農試 生産研究部 栽培システム科、中央農試 生産研究部 機械科

協力分担：

予算区分：受託

研究期間：2004～2006年（平成16～18年度）

ばれいしょの収穫前に行われる茎葉処理は、安全・安心への配慮から、従来の薬剤散布に１．目的

代わり機械処理に取り組む生産者が増えているが、安定して高い処理精度が求められている。機械

処理には茎葉チョッパのほか、近年開発された茎葉引き抜き機があることから、処理精度を比較す

るとともに、茎葉チョッパ処理時に問題となる茎葉再生の品種間差を調査した。上記をまとめて、

ばれいしょの熟期や品種の特性に応じた、効果的な茎葉処理機の利用法について検討した。

２．方法

①供試機

（ 、 、 、 ）茎葉引き抜き機：機種Ａ FP-2 トラクタ直装式２畦用 平成18年 十勝農試・空知管内ａ町

機種Ｂ（MCL-21、自走式２畦用、平成17年、十勝農試）

茎葉チョッパ ：機種Ｃ（TPC-3000、トラクタ直装式４畦用、平成16年、十勝農試）

機種Ｄ（4LKBR300310、トラクタ直装式４畦用、平成17・18年、十勝農試）

②供試品種： 男爵薯 「メークイン 「ホッカイコガネ」ほか、計12品種「 」、 」、

③十勝農試（淡色黒ボク土、茎葉処理法の違いによる処理精度の比較）

ⅰ)茎葉引き抜き機(機種Ａ、Ｂ)、 ⅱ)茎葉チョッパ単用(機種Ｃ、Ｄ)

ⅲ)茎葉チョッパ処理4～5日後にピラフルフェンエチル乳剤450ml/10a散布(チョッパ→薬剤)

（ ） 、 。ⅳ)生育調節剤 薬剤散布 ：ピラフルフェンエチル乳剤450ml/10aを2回散布 散布水量100L/10a

④ａ町の処理区（表層多腐植質黒ボク土 ：機種Ａのみ供試し、農家ほ場にて精密調査を実施。）

⑤培土形状：十勝農試、ａ町ともかまぼこ型培土。

⑥調査項目：作物条件、茎葉処理直後および２週後の処理茎率・葉付き茎率・再生茎率、

塊茎の露出および緑化いも率、塊茎の皮むけ

３．成果の概要

１）茎葉引き抜き機の利用適否は、処理精度の良否（表1）と塊茎露出の多少から判断された。茎が

畦の中心からずれていると残存茎が増加し、トラクタ直装式の機種Ａでは、倒伏が多いときや茎葉

引き抜き抵抗が大きいとき処理精度が低下した。自走式の機種Ｂは、倒伏の影響を受けず、各熟期

の品種とも高い処理精度を示した。両機種とも、引き抜き処理後の塊茎露出は薬剤散布より多く、

（ ）。 （ ）、塊茎着生深の浅い品種では特に多かった 図1 塊茎着生深には大きな品種間差があるため 表3

浅い品種では茎葉引き抜き機は不適であり、やや浅い品種は塊茎着生深を事前に確認する必要があ

る。茎葉引き抜き機では、塊茎の皮むけが薬剤散布より少なかった。

２）トラクタ直装式茎葉チョッパによる茎葉繁茂期処理２週後の再生茎率から、再生程度を「少」か

ら「甚」の５段階に分類した（図2 。早生～中早生の品種はすべて再生程度「少」で高い処理精度）

を示した(表2)。中生～晩生の品種は「やや少」～「甚」の品種間差があり、熟期と再生程度の関

係は必ずしも一致しなかった。２週後の再生茎率および葉付き茎率を少なくするためには 「やや、

少」～「多」の品種では、茎葉の残存が多い場合には薬剤を散布する必要がある。茎葉黄変始処理

では 「やや少」～「中」の品種は年次によって茎葉繁茂期と同程度の茎葉再生が発生する場合が、

あったことから、茎葉の残存が多い場合には薬剤を散布するするのが望ましい。

３）生食用および加工食品用として茎葉処理機の単用処理を行う場合、早掘り栽培ではトラクタ直装

式茎葉引き抜き機および自走式茎葉引き抜き機が最も効果的である。一般栽培では、早生～中早生

、 。 、品種は 処理精度と作業能率が高いトラクタ直装式茎葉チョッパが最も効果的である 中生品種は

自走式茎葉引き抜き機の処理精度が最も効果的で、再生の少ない品種ではトラクタ直装式茎葉チョ

ッパも有効である。晩生品種は、倒伏の影響を受けにくい自走式茎葉引き抜き機が最も適する。



表１ ばれいしょ品種の熟期からみた茎葉引き抜き機の処理精度

機種Ａ トラクタ直装式茎葉引き抜き機 平成18年 機種Ｂ（自走式茎葉引き抜き機、平成17年） チョッパ→薬剤（ 、 ）
品種の 繁茂期処理の 黄変始処理の 繁茂期処理の 黄変始処理の (17年)繁茂期処理
熟期 葉付き茎率･適否 葉付き茎率･適否 留意点 葉付き茎率･適否 留意点 葉付き茎率･適否 葉付き茎率･適否

0.9％ ○ 0.3％ ○ 0.3％ ○ 0 ％ ○ 0 ％ ◎早生～ 茎葉引き抜き
(0 ～1.7％) (0 ～0.9％) (0 ～1.2％) 精度は高いが (0 ％) (0 ％)中早生 、

チョッパ→
2.6％ △ 0.6％ ○ 0.3％ ○ 0 ％ ○ 0 ％ ◎中生 倒伏や、茎葉 薬剤より残存
(2.6％) (0 ～1.1％) 引き抜き抵抗 (0 ～0.5％) 茎やや多い (0 ％) (0 ％)
2.0％ △ 2.9％ △ 0.6％ ○ 0.4％ ○ 1.5％ △晩生 が大きいと残
(2.0％) (0.4～6.3％) 存茎多い (0.3～1.2％) (0 ～1.5％ ) (0 ～5.6％)

作業速度0.8m/s(3.0km/h)、作業能率0.4ha/h 作業速度1.0m/s(3.6km/h)、作業能率0.5ha/h

注１）葉付き茎率は茎葉処理２週後に調査し、ａ町の畦ずれの大きい試験区のデータは除いた。
２）利用の適否 ○：２週後の葉付き茎率の平均が1％未満、△：同 1～5％、▲：同 5～10％、×：同 10％以上で実用レベルで
ない。茎葉繁茂期の２週後の葉付き茎率が1％未満で、チョッパ→薬剤並であった場合に◎とした（表２も同じ 。）

３）塊茎着生の浅い品種では茎葉引き抜き機を利用せず、やや浅い品種は塊茎着生深を事前に確認することとする。
） 。 、 （ ）。４ 作業速度は性能試験等の値を参考に設定した 作業能率は畦幅75cm 作業内訳のうち作業90％として試算した 表２も同じ

表２ ばれいしょ品種の熟期からみた茎葉チョッパの処理精度

茎葉 トラクタ直装式茎葉チョッパ（機種Ｃ・Ｄ） チョッパ→薬剤 自走式茎葉チョッパ
品種の 再生 繁茂期処理の 黄変始処理の 繁茂期処理の (繁茂期処理)
熟期 程度 品種名 葉付き茎率･適否 留意点 葉付き茎率･適否 葉付き茎率･適否 留意点 利用の適否・留意点

早生～ 男爵薯、 単用で利用可少 0.6％ ○ 0.7％ ○ 0.1％ ◎ ◎
中早生 とうや、他 (0 ～1.4％) (0 ～1.9％) (0 ～0.8％)

2.3％ △ 1.9％○～△ 0.1％ ◎やや少 さやか、 倒伏等で、
スノーデン (0.5～6.8％) タイヤによ (0 ～10.0％) (0 ～0.5％)
メークイン る茎の踏み 刈り高さが中 13.7％ × 9.7％○～× 0.4％ ◎ ◎～○

中生～ (きたひめ) (7.9～18.8％) つけが多い (0 ～33.7％) (0 ～0.8％) 低ければ、利用可
32.5％ × 4.0％ △ 0.8％◎～○ ×晩生 ホッカイコ と、処理精 直後の処理茎多

ガネ、 (14.3～73.7％) 度が低下 (1.1～9.9％) (0 ～2.3％) 率70％以上で 単用では利用不可
コナフブキ し、再生茎 は葉付き茎率

率が増加し 0.2％以下
農林1号 やすい 茎葉チョッパ甚 41.1％ × 4.1％ △ 5.7％ ▲

(20.5～70.5％) (2.8～6.5％) (0.4～11.0％) は適さない

速度1.2m/s､能率0.6ha/h作業速度1.0m/s(3.6km/h)、作業能率1.0ha/h

注）葉付き茎率は茎葉処理2週後に調査した。早生～中早生品種は他に「キタアカリ 「ゆきつぶら 「トヨシロ」を供試 「きたひ」、 」、 。
め」は単年度の評価である。自走式チョッパの利用の適否は 「茎葉チョッパと生育調節剤による種ばれいしょ生産のための茎葉、
処理体系 （平成17年指導参考事項）を参考にした。」

４．成果の活用面と留意点

１）ばれいしょ生産における茎葉処理機を使用する場合に活用できる。

２）かまぼこ型培土では、茎葉処理機の利用により塊茎の露出が発生しやすく、特に塊茎着生深の

浅い場合に露出が多い。

３）トラクタ直装式の茎葉処理機ではロークロップタイヤを装着することが望ましい。

５．残された問題とその対応

１）トラクタ直装式茎葉引き抜き機の処理精度の向上。

２）深植え栽培での茎葉引き抜き処理における塊茎露出の検討。

表３ 供試品種の塊茎着生深
塊茎着生深 品種名
浅 とうや

スノーデン
やや浅 メークイン

ホッカイコガネ
農林1号

中 男爵薯
キタアカリ
トヨシロ

やや深 ゆきつぶら
さやか
コナフブキ

注）十勝農試(淡色黒ボク土、
慣行栽培、かまぼこ型培土)
の結果から判断した。
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図２ トラクタ直装式茎葉チョッパの
処理２週後の再生茎率

（機種Ｃ･Ｄ、茎葉繁茂期処理、
十勝農試、平成16～18年）

注)再生程度は供試年の平均で、｢少｣:1％未満、
｢やや少｣:1～5％、｢中｣:5～20％、
｢多｣:20％以上(チョッパ→薬剤1％未満)、
｢甚｣:20％以上(チョッパ→薬剤1％以上)とした

図１ 培土側面からの塊茎着生深と
緑化いも率

（機種Ｂ、茎葉黄変始処理、
十勝農試、平成17年）


